平成15年度　第２回　アナログ３種　技術科目

  端 末 設 備 の 接 続 の た め の 技 術 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計25点)
(1)　図に示す電子化電話機のトーンリンガ回路では、交換機から送出される呼出信号をダイオードブリッジ回路で全波整流し、直流に変換後、これを電源として（　ア　）回路を動作させ、それらの出力を制御回路により組み合わせて3種類の音色の信号を作成する。これらを増幅器で増幅して（　イ　）を鳴動させることにより着信を知らせる。 　　　　　　　　　　　　(5点×2＝10点)
	①　サウンダ　　②　直流電圧　　　　③　同　調

④　発　振　　　⑤　電子チャイム　　⑥　コンバータ
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　(2)　着信時、電話機から応答すると呼出音が停止し、一般に、交換機は発信側に対して（　ウ　）により応答したことを伝える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　両線間の極性反転　　②　両線間の直流閉回路

　③　片線へ地気送出　　　④　通話電流の瞬断


(3)　通話品質は、送話者から受話者に至る全通話形の品質に支配され、一般に、送話品質、受話品質及び（　エ　）の三つに分類される。 (5点)
	　①　安定品質　　②　信頼度　　③　伝送方式　　④　伝送品質　　⑤　トラヒック密度


(4)　小電力形コードレス電話機で終話により送受器をオンフックすると、電話機から通話チャネルを介して接続装置に対して電気通信回線の（　オ　）を指示する信号が送出され、接続装置は直流回路を開く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　切　断　　②　保　留　　③　接　続　　④　選択信号送出　　⑤　転　送


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計25点)
(1)　図は、押しボタンダイヤル式電話機の回路を示したものである。発信するため、送受器を上げると、フックスイッチ接点が動作し、相手電話機の電話番号をダイヤルすると、L1－（　ア　）－L2の回路により押しボタンダイヤル信号が送出される。　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　HS1－D3－L－R－C2－D4－HS2
　②　HS1－D3－L－P1－（LSI）－P3－D4－HS2
　③　HS1－D3－L－T－D1－P2－（LSI）－P3－D4－HS2
　④　HS1－D3－L－R1－C1－D4－HS2
　④　HS1－D3－L－R2－C2－D4－HS2
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(2)　留守番電話機において、トールセーバは、留守中の録音の有無によって（　イ　）を自動的に切り替える機能である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　着信音量　　②　自動応答までの呼出音回数　　③　着信音色　　④　転送先


(3)　留守番電話機の機能について述べた次の二つの記述は、（　ウ　）　　　　　　　　　　(5点)
A　留守番電話機には、メッセージの録音時間を長くする方法として、ADPCMやCELPなどの高能率符号化方式を用いたものがある。

B　留守番電話機には、外出先からPB信号で暗証番号やコマンドを送出し、留守中に着信した録音内容を聞くことができるなど、各種の遠隔操作ができるものがある。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(4)　小電力形コードレス電話機では、無線周波数の効率的な運用ができるとともに、電波干渉を防止するため、通話を行うごとに、使用できる複数の無線チャネルのうち、一つのチャネルを選択して接続する（　エ　）を採用している。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　パケット交換方式　　②　セルラ方式　　③　ハンドオーバ方式

　④　CDMA方式　　　 　⑤　マルチチャネルアクセス方式


(5)　Lモード対応電話機は、メールの送受信と情報の検索という二つのサービスの機能を持っている。情報の検索サービスでは、利用者が画面に表示された各種項目を選択することによって、（　オ　）で記述されたコンテンツを閲覧することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　HTML　　②　JAVA　　③　BASIC　　④　URL　　⑤　Web


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計25点)
(1)　図－1に示す同期式変復調装置において、（　ア　）は、電気通信回線の伝送損失に合わせて、送出電力を調整するためのものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　減衰器　　②　A／D変換回路　　③　送信フィルタ　　④　前置イコライザ
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(2)　（　イ　）通信は、情報の伝送が両方向とも可能であるが、同時に両方向の伝送はできない通信方式をいい、会話形式の通信を行うときに有効である。　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　単方向　　②　半二重　　③　全二重


(3)　電気通信回線に、データ端末装置（DTE）、網制御装置（NCU）及び変復調装置（モデム）を接続する場合の接続形態は、通常、図－2の（　ウ　）である。　　　　　　　　　　　　　　(5点)
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(4)　シリアル自動起呼手順を規定しているITU－T勧告V.25bisでは、データ端末装置から変復調装置の方向に送られる指示は、（　エ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　パラメータ　　②　オペランド　　③　コマンド　　④　ハンドシェイク


(5)　図－3は、ファクシミリの動作原理を示したものである。図中のAからEまでの動作の過程は、（　オ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　光電変換→復調→伝送→変調→記録変換

　②　変調→光電変換→伝送→記録変換→復調

　③　記録変換→変調→伝送→復調→光電変換

　④　光電変換→変調→伝送→復調→記録変換
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第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計25点)
(1)　図は、最寄りの電柱等から電気通信回線を家屋に引き込む場合に一般的に使用する保安装置の構成と接続形態を示したものである。図のAは、（　ア　）、Bは、（　イ　）である。

(5点×2＝１０点)
	　①　電力線　　②　ヒューズ　　　　③　接地線　　④　避雷器

　⑤　屋内線　　⑥　感熱ブレーカ　　⑤　ハンダ　　⑧　屋外線
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(2)　 室内のケーブル配線について述べた次の二つの記述は、（　ウ　）。　　　　　　　　　(5点)
A　コンピュータ室、通信機械室、事務室などで、通信線などの配線のため用いられる二重床構造は、フリーアクセスといわれる。

B　フロアダクト配線工事において、フロアダクトが交差するところには、通常、ジャンクションボックスが設置される。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(3)　アナログ式のテスタを用いて電圧を測定するときは、一般に、最初に最大レンジにしておいたテスタを被測定回路に対して（　エ　）接続し、順次小さいレンジへ切り替えて測定を行う。　(5点)
	　①　並列に　　②　3点で　　③　直列に　　④　コイルを通し


(4)　電話回線に接続されたスプリッタ及びADSLモデムがあるとき、これに一般電話機（IP電話を除く。）を接続する方法は、図－1～図－4に示す原理図のうち、（　オ　）が正しい。　　　(5点)
	　①　図－1　　②　図－2　　③　図－3　　④　図－4
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解答

第1問（ア）④　（イ）①　（ウ）①　（エ）④　（オ）①

第2問（ア）②　（イ）②　（ウ）③　（エ）⑤　（オ）①

第3問（ア）①　（イ）②　（ウ）②　（エ）③　（オ）④

第4問（ア）②　（イ）④　（ウ）③　（エ）①　（オ）②

_1131301186.bin

_1131301861.bin

_1131303648.bin

_1131301317.bin

_1131300827.bin

_1131301080.bin

_1131300639.bin

